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ヒステリシスコントローラを備えたウィーン整流器

1 概要
このデモでは、出力電圧700V、出力電力12.25kWのウィーン整流器(Vienna Rectifier)を

紹介します。シミュレーションでは、電源回路とカスケード制御を組み合わせます。

2 モデル
図1: Vienna整流器
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ウィーン整流器は、単方向、三相、3スイッチ、3レベルのPWM AC-DCコンバータです。

2.1 制御
制御はカスケードサブシステムとしてモデリングしており、Current Controlleループ、Center

Point Voltage Controllerループ、およびVoltage Controllerループで構成しています。

最も外側のVoltage Controllerループは、PIコントローラを使用して2つのキャパシタ電圧

の合計を調整します。コントローラの出力は、主電源電流の振幅I *
Nのリファレンスとなります。

この振幅は、三相電源電流のリファレンスI *
Nを取得するために、電源電圧と同期した三相

正弦波信号と乗算します。簡略化のため、この正弦波信号は測定した主電源電圧から直接

生成しています。

主電源電流リファレンス信号は、DC電流リファレンスI *
0によってオフセットされます。この

DCリファレンスは、2つのキャパシタ電圧の差を調整するPIコントローラの出力です。

最後に、ヒステリシス電流コントローラは、主電源電流リファレンス信号を使用して、半導体

スイッチのゲート信号を生成します。ウィーン整流器の動作原理により、各相のゲート信号

は、対応する主電源相電圧が負の半波の間は反転しています。



	 2	 www.plexim.com

Vienna Rectifier with Hysteresis Controller

3 シミュレーション
シミュレーションでは、出力電圧の突然の非対称負荷に対するコントローラの応答を示して

います。PLECSスコープには、正弦波の主電源電圧、ヒステリシス制御された主電源電流、

および2つの出力キャパシタのDC電圧が表示されます。

シミュレーションの開始時に、キャパシタは初期の300Vから公称電圧の350Vまで充電され

ます。t=0.4秒で、負荷は不均衡になります。Center Point Voltage Controllerがなければ、

キャパシタ電圧もすぐに不均衡になります。コントローラが動作している場合、ずれは僅か

で、キャパシタは約0.1秒後に再び均衡をとります。
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